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市
で
は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
、健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、「
狭
山
市
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」(

平
成
17
年
度
〜
21
年
度
）
を
17
年

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
１
８
４
事
業
の
18
年
度
末
ま

で
の
実
施
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、主
な
事
業
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

次
世
代
育
成
支
援
計
画
と
は

　

こ
の
計
画
は
、「
子
ど
も
が
の
び
の
び

と
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
」、「
親
が
ゆ

と
り
を
も
っ
て
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
た
め
に
」、「
地
域
が
あ
た
た
か
く

子
育
て
、子
育
ち
を
支
え
る
た
め
に
」の

３
つ
の
視
点
を
も
っ
て
い
ま
す
。基
本

理
念
に「
と
も
に
支
え
あ
い
、元
気
で
安

心
し
て
子
育
て
・
子
育
ち
が
で
き
る
ま

ち
・
さ
や
ま
」を
掲
げ
、子
育
て
・
子
育
ち

支
援
施
策
の
一
体
的
か
つ
総
合
的
な
推

進
を
図
る
も
の
で
す
。

　

計
画
全
体
の
実
施
状
況

　

計
画
全
体
で
、目
標
達
成
は
24
・
１
％

で
、お
お
む
ね
実
施（
達
成
率
70
％
以
上
）

が
48
・
６
％
に
な
り
ま
し
た
。目
標
を
達

次
世
代
育
成
支
援
計
画
の
実
施
状
況

次
世
代
育
成
支
援
計
画
の
実
施
状
況

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に

キッズページ「さやまっ子クラブ」では、子どもの
目線に立った表記を用い、子ども向けの情報に限ら
ず、市政全般の情報も掲載しています

交通安全教育は、幼いころ
から習慣づけることが大切

成
し
た
主
な
事
業
は
、延
長
保
育
、一
時

保
育
の
充
実
、キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
の
開
設

や
子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
充
実
で
す
。

　

一
方
、未
着
手
の
事
業
は
、２
・
７
％

で
、夜
間
養
護
等
事
業
や
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達

が
、健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
よ
う
に
、市

民
ニ
ー
ズ
を
十
分
考
え
、計
画
の
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
は
行
政
資
料
室
な
ど
で

　

平
成
18
年
度
ま
で
の
詳
し
い
実
施
状

況
は
、行
政
資
料
室
や
市
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://www.city.sayam
a.saitam

a.jp/

問
合
せ
子
育
て
支
援
課
へ
内
線
１
５
３
８

目
標
達
成
は
24
・
１
％
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 主な施策・事業 実 施 状 況 21年度末目標

地域の子育て支援施策の推進

○キッズページの開設
　市が行う政策や事業、子育ちに役立つ情報
について、子ども達に分かりやすく内容を伝
えるキッズページを公式ホームページ内に開
設する。

　平成18年7月18日キッズページ「さやまっ
子クラブ」を公開し、ほぼ毎日更新した。毎週
火曜日に週刊さやまっ子ニュースを配信し
ている。

キッズページ
の開設

○子育て支援サービスに関するネットワークの構築
　市民・行政・民間事業者など、地域の子育て
支援サービスのネットワークを形成し、きめ
細かな情報を効果的・効率的に提供するとと
もに、サービスの向上を図る。　

　子育て支援に関するネットワーク形成の
検討を行ったが、構築には至っていない。

子育て支援に
関するネット
ワークの構築

親子の健康の推進

○すこやか訪問事業
　乳幼児すこやか訪問員を委嘱し、乳幼児健
康診査の未受診児家庭を訪問することで、地
域での育児支援を推進する。

　乳幼児健康診査の未受診児家庭を訪問し、
子どもの状況把握と相談・助言を実施。結果
などは月1回の定例会で情報交換を行い連携
強化に努めた。また、スタッフのスキルアッ
プのため年3回研修を開催した。【未受診児把
握率98.5％】

未受診児把握
率　90％

援助を必要とする子どもと家庭に対する取り組みの推進

○子どもの虐待防止ネットワーク会議の充実
　児童虐待予防、早期発見、早期対応を適切か
つ迅速に進めるため、子どもの虐待防止ネッ
トワーク会議の充実を図る。

　子どもの虐待防止ネットワーク会議で、代
表者会議1回、実務者会議12回、個別ケース会
議を23回実施した。なお、平成19年3月に虐待
防止ネットワーク会議を発展的に解消し、狭
山市要保護児童対策地域協議会を設置した。

要保護児童対
策地域協議会
の設置

○ひとり親家庭自立支援員の配置
　ひとり親家庭の自立に向けた総合的な支援
を行うため、ひとり親家庭自立支援員を配置
する。　

　平成19年度の早い段階で設置できるよう
予算化を行った。

ひとり親家庭
自立支援員の
配置

仕事と子育ての両立の推進

○保育所整備の推進
　待機児童の解消を図るため、保育所整備を
積極的に推進する。　

　保育所定員の増員は図れなかったが、定員
の弾力化により入所者数は1,748名となった。

受入人数
1,870名

次代を担う子どもの自立と健全育成の推進

○地域子ども教室推進事業の支援
　地域において児童が自主的に参加し、自由
に遊べ、安全に過ごすことのできる放課後や
週末などの居場所をつくる。

　入間川小学校区･堀兼小学校区・狭山台地
域のほか、新たに「居場所」としてスペース
T
タ イ

ieを中央公民館に開設した。また、広域事業
を市内全域を対象に実施した。

支援か所数
7か所

親子が安心して暮らせるまちづくりの推進

○交通安全教育の充実
　交通安全教育指針に基づいて、子どもと子
育てを行う親などを対象に、交通安全教育を
行う。
　学校や幼稚園で、園児・児童・生徒・保護者に
交通安全教育を行う。

　保護者を対象にビデオ視聴、ダミー実験を
行い、徒歩、自転車、車での安全な通行の仕方
の講話を行った。
　・親子対象交通安全教室を年35回実施
　・各校での交通安全教室の実施
　・交通安全運動期間中の登校指導の実施
　・各校の通学路の危険箇所の確認
　・交通安全ポスターや作文の募集
　・子ども自転車埼玉県大会への参加

親子対象交通
安全教室
年28回

平成18年度 主な施策・事業の実施状況


